
教  科 
 科目 ソフトウェア技術 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

工業（電子工業） 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 
・実践的技術者として必要な知識を習得する。 

・コンピュータを活用できる力を身につける。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

第 1章 ソフトウェアの基礎 

ソフトウェアの重要性 

ソフトウェアの分類 

コンピュータシステムの処理状態 

第２章オペレーティングシステム 

OSの概要 

OSの機能 

20 

 

第３章 オペレ－ティングシステ

ムの管理 

インストールと環境整備 

小規模ネットワークの編成 

セキュリティ管理 

障害管理 

第 4章 情報セキュリティ 

情報セキュリティの基礎 

情報セキュリティ管理 

情報に関する法律 

20 

 

 

 

10 

 

 

 

 

第 5章 ソフトウェアの制作 

ソフトウェア開発の基礎 

ソフトウェア開発の手順 

アプリケーションの制作 

20 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「ソフトウェア技術」実教出版 

自主作成教材（プリント） 

 ふりかえりシートの提出 

演習問題をやり、授業内容の定着を図る 

また、各定期試験を通して定着を測る。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

情報技術の進展に対応するため

に，コンピュータのソフトウェアに

ついてシステムソフトウェアとプロ

グラミングツールとを工業生産や

社会生活と関連付けて理解を身

に付ける 

オペレーティングシステム，ネット

ワーク，セキュリティの管理，アプリ

ケーションソフトウェア開発に着目

して，コンピュータのソフトウェアに

関する課題を見いだし，単に生産

性や効率だけを優先するのでは

なく，科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力

を身につけている。 

コンピュータのソフトウェアを開発

する力の向上を目指し，効果的に

データなどを処理するコンピュー

タのソフトウェアについて自ら学ぶ

態度や，情報技術の発展に主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身につけている。 

習得する 

（わかる） 

このようなソフトウェアの技術につ

いて概念的に理解し，調査や演

習を通して，それらを実際に活用

できる知識・技術を身につけてい

る。 

情報化社会における諸問題の解

決やソフトウェアの活用について

自ら思考を深め，問題解決方法を

適切に判断し，論述や報告書の

作成，グループでの話合いや発

，ソフトウェアに関する知識・技術

を獲得したり，思考・判断・表現の

力を身につけたりすることに向け

た粘り強い取組みを通して，他者

との協働により自らの考えを相対



表，ソフトウェア制作などの表現力

を身につけている。 

化し，学びに向かって意欲的に取

り組む力や人間性を身につけてい

る。 

 

評価方法 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 定期テスト・課題・ノート・授業観察 授業に取り組む姿勢や意欲 

課題などの取り組む姿勢 

 

 

 

 

単元別 評価規準 

 第 1章 ソフトウェアの基礎 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

ソフトウェアの分類方法を説明し，システ

ムソフトウェア・プログラミングツール・アプ

リケーションソフトウェアの違いを理解さ

せ，それぞれどのようなソフトウェアが含ま

れるかを理解させる。 

ハードウェアとソフトウェアの概略を説明

し，それぞれの役割と範囲を理解させ

る。 

コンピュータシステムの処理形態や利

用形態にはどのようなものがあるか理

解させ，それぞれの特徴を理解させ

る。  

習得する 

（わかる） 

プログラミングツールについては，プログ

ラム言語の種類や，言語プロセッサの種

類と働きを理解させる。 

プログラミングツールについては，プロ

グラム言語の種類や，言語プロセッサの

種類と働きを理解させる。 

最新のコンピュータシステムに興味を

もたせる 

第２章 オペレーティングシステム 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

OS の中核となる制御プログラムの機能を

理解させる。 

ネットワーク管理・運用管理・障害管理

などに必要なＯＳの機能についても理

解させる。 

メモリ管理の種類と方法を理解させる。

実記憶管理にくわえて，とくに，現在主

流の方法である仮想記憶管理につい

て理解を深める。 

習得する 

（わかる） 

ジョブとプロセスの違いを理解させ，ジョブ

管理・プロセス管理の目的を理解させる。 

プログラム開発支援の方法を理解させ

る。 

 操作性や互換性の向上の意義を理解

させる。 

資源の有効活用とは何か理解させる。 

パフォーマンスの向上の必要性を理解

させる。 

 RASIS が何を意味しているかを理解

させる。 

第３章 オペレ－ティングシステムの管理 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

サーバの種類と働きを理解させる。 

ネットワークセキュリティの基本であるファ

イアウォールなどについて理解させる。 

周辺装置を使えるようにし，正しいOSの

起動・終了を理解させる。 

OSのインストールと初期設定の方法を

理解させ，実際に行えるようにする。 

習得する 

（わかる） 

コンピュータシステムを構成するハードウ

ェアについて理解させる。 

セキュリティの基本である，OS・ソフトウ

ェアのアップデート，アクセス管理，暗号

化制御について基本を理解させる。 

障害が生じたとき，障害情報の収集を

行い，障害回復するための方法を理

解させる。 

第４章 ソフトウェアの制作 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

情報セキュリティの基本的な概念を理解さ

せる。 

マルウェアの感染経路とセキュリティ対

策の方法について理解させ，実際に対

ソフトウェアの権利と法的保護につい

て説明し，ソフトウェアがなぜ保護され



情報セキュリティがなぜ必要であるかを，

情報資産という観点から理解させる。 

応できるようにする。 る必要があるのかを理解させ，ソフトウ

ェアに対する倫理観や価値観を育成

する。 

習得する 

（わかる） 

情報セキュリティの基本的な概念を理解さ

せる。 

ソフトウェアの使用許諾契約など，ソフト

ウェアを実際に使用するさいの法的規

制を理解させる。 

情報セキュリティ関連制度や標準化規

格について確認させる。 

第 5章 ソフトウェアの制作 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

ソフトウェア開発に必要な企画や設計な

ど，ソフトウェア開発の基礎を理解させる。 

問題点や課題の解決方法としてのソフト

ウェア開発の手法について理解させる 

構造化プログラミングとオブジェクト指

向プログラミングの概要と，これらに必

要な図による表現手法について理解さ

せる。 

習得する 

（わかる） 

パーソナルコンピュータアプリケーション

の開発環境やプログラミング作成の技術

を理解させる。 

スマートフォンアプリケーションの開発環

境やプログラミング作成の技術を理解さ

せる。 

Web アプリケーションのプログラミング

作成の技術を理解させる。 

 


